
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２４年５月３０日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
本研究は, 申請代表者らが開発したグロー放電による液中プラズマ利用の新規金属ナノボール

の製法を活用し, 各種金属と合金材料を出発原料としたナノボール創製研究と機能物性発現の

物性解析評価,および作製したナノ粒子を利用した新規機能デバイス材料の開発基礎のための

材料設計を行なった. 

 
研究成果の概要（英文）： 
Submerged glow-discharge plasma has been researched as a method of 
nanoparticles (nanoballs) synthesis method. We discovered the formation of 
metallic nanoballs during plasma electrolysis in 2007. The product that was 
obtained from the electrolyte plasma electrolysis was found to be 
uniformly-shaped spherical nanoballs. In this research, we investigate 
possible applications of the method to functional devise fabrication. 
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１．研究開始当初の背景 

近年，工業製品においてエネルギーの効率
化やより高度な機能を追求する動きが高まっ
ており，新しい機能性材料の開発が望まれて
いる．その中でもナノ粒子は，融点の低下や
高い触媒作用など特異物性を有すること従来
から知られており, 素のバルク材料の物性と
は異なる性質を持つためにその可能性に注目

が集まっている．特に波及効果を期待されて
いる用途は, 環境触媒, 燃料電池用高機能触
媒, ＤＤＳ（ドラッグデリバリーシステム）
まで含めた医創薬品の環境・生命・エネルギ
ー関係への応用である. ナノテクノロジーへ
の社会的要請のもと諸外国におけるナノ粒子
の実用化開発の進展は目覚ましく, 電子部品
開発を中心として研究競争は激化している. 
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金属ナノ粒子の世界市場はサンプル出荷がメ
インであり, 市場は本格的には立ち上がって
いなく, 量産化技術の確立が切望されている． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は,グロー放電による液中プラ

ズマ利用の新規金属ナノボールの製法 【

Y.Toriyabe et.al”Controlled formation of 

metallic nano-balls during plasma 

electrolysis”, Applied Physics letters, 

2007：渡辺精一ら, 特願2007-034698「導体微

粒子を製造する方法」】を活用し, 各種金属と

合金材料を出発原料としたナノボール創製研

究と機能物性発現の物性解析評価,および作

製したナノ粒子を利用した新規機能材料の開

発基礎のための材料設計を行うことである. 
 
３．研究の方法 
・ナノボール作製・評価チーム： 
金属ナノボールを出発原料とした新規焼結合
金の開発を行うため単体金属についても作製
した.昨年度発見した新たなナノ表面改質化
に向けたグロー放電制御のための基礎研究を
行った． 
・理論解析チーム： 
ナノボールの物性, プラズマ制御, 生成機構
解明, 相安定性の調査を行うために実験チー
ムとの連携をとりながらナノボールに関する
理論解析を行った. 
・ナノボール物性測定チーム, 電子顕微鏡そ
の場実験チーム： 
電子顕微鏡を用いてナノボールの組織観察と
その場物性実験による機能物性発現評価を行
った. 
・ナノボール利用機能材料開発チーム： 

合金および半導体を含むナノボールを出発原

料とした新規材料設計を行った.また，レーザ

ーを利用したナノボールのパターン配列と光

特性の評価を行った．新規機能表面の創製を

行い知財権取得，論文化を行っている． 
 
４．研究成果 
以上を総括するに、ナノボール作製に関する
基本的なノウハウの確立を終え、その後のデ
バイス化に着手できた。レーザーによるナノ
ボール配列化やグロー放電による表面ドッ
トなど当初計画した以上の成果が得られた。 
これらに関する、成果発表や知財権の取得に
ついても現在かなり進んでおり、新たな学理
創出としての展開が実施できている。 
具体的研究成果としては、論文、知財権申請
のほかプレスリリースを行っている． 
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